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謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
間
、
県
民
の
皆
様
の
懸
命
な
御
努
力
と
国
内
外
か
ら
の
温
か
い
御
支
援
に
よ
り
、
福
島

県
は
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
お
い
て
、
三
年
振
り
に
金
賞
受
賞
数
日
本
一
に
返
り
咲

い
た
ほ
か
、
東
京
二
〇
二
五
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
本
県
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
本
県
の
復
興
状
況
や
様
々
な
魅
力
を

国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
避
難
地
域
で
は
、
特
定
帰
還
居
住
区
域
に
お
い
て
、
除
染
等
が
進
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
震
災
後
、
五
五
の
国
・
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
県
産
農
林
水
産
物
の

輸
入
規
制
が
五
つ
の
国
・
地
域
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
挑
戦
の

成
果
が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
原
子
力
災
害
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
加
え
、
急
激
に
進
む
人
口
減
少
な
ど
、

い
ま
だ
複
雑
で
困
難
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
本
県
の
復
興
・
再
生

と
「
福
島
な
ら
で
は
」
の
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
度
か
ら

第
三
期
復
興
・
創
生
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
避
難
者
の
帰
還
や
生
活
環

境
の
整
備
、
産
業
・
生
業
の
再
生
、
風
評
の
払
拭
と
風
化
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
復
興
の
進
捗
に
伴
っ
て
生
じ
る
新
た
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
も
き
め
細
か
く
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
、
す
な
わ
ち
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、「
ふ
く
し

ま
共
創
チ
ー
ム
」
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
オ
ー
ル
ふ
く
し
ま
で
共
に
考
え
、
共
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
ふ
く
し
ま
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
福
島
県
が
誕
生
し
て
一
五
〇
年
と
い
う
本
県
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
年
で

す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
開
催
す
る
、「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
「
大
ゴ
ッ
ホ
展
」
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
復
興
が
進
む
「
福
島
の
今
」

と
本
県
の
魅
力
を
「
見
て
」「
触
れ
て
」「
感
じ
て
」
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
、
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

共に創る福島の未来

福島県知事　　　　　　
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◎
は
じ
め
に

　

林
業
に
お
け
る
機
械
化
の
進
展
は
、
労

働
生
産
性
の
向
上
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、

労
働
強
度
の
軽
減
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
で
す
。
戦
後
植
栽
さ
れ
た
人
工
林

資
源
の
成
熟
に
伴
い
、
木
材
生
産
量
の
拡

大
と
林
業
の
収
益
性
の
向
上
を
通
じ
て
、

林
業
を
産
業
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
が
平
成
二
一
年
度
か
ら
平
成
二
五
年

度
に
行
っ
た
林
業
機
械
貸
付
事
業
で
は
、

県
内
の
林
業
事
業
体
に
五
年
間
で
一
〇
〇

台
の
高
性
能
林
業
機
械
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
本
県
の
高
性

能
林
業
機
械
の
保
有
台
数
は
、
令
和
五
年

度
現
在
、
七
二
三
台
で
、
全
国
二
位
の
保

有
台
数
を
誇
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
生

産
性
を
み
る
と
ま
だ
そ
の
優
位
性
を
十
分

に
活
か
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
要
因
に
は

森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
い
状
況
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー

が
林
業
事
業
体
改
善
計
画
及
び
改
善
措
置

実
施
状
況
報
告
を
通
し
て
得
ら
れ
た
情
報

を
基
に
、
本
県
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機

械
の
現
状
と
主
な
労
働
生
産
性
の
推
移
を

と
り
ま
と
め
た
の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
な
お
、
森
林
作
業
シ
ス
テ

ム
及
び
労
働
生
産
性
の
説
明
は
、
林
野
庁

が
制
作
し
た
「
路
網
を
活
か
し
た
森
林
作

業
シ
ス
テ
ム
～
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
構
築

の
基
本
～
」
を
参
考
に
記
載
し
ま
し
た
。

◎
高
性
能
林
業
機
械
と
は

　

高
性
能
林
業
機
械
と
は
、従
来
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や
刈
払
機
等
の
機
械
に
比
べ
て
、

作
業
の
効
率
化
、
身
体
へ
の
負
担
の
軽
減

等
、
性
能
が
著
し
く
高
い
林
業
機
械
で
す
。

主
な
高
性
能
林
業
機
械
と
し
て
、
フ
ェ
ラ

バ
ン
チ
ャ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
ス
キ
ッ
ダ
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。（
図
―
１
）

◎
本
県
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機
械
の

保
有
状
況

　

本
県
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機
械
の
保

有
状
況
は
、
震
災
前
（
平
成
二
三
年
度
）

は
、
一
七
四
台
で
し
た
が
、
令
和
五
年
度

に
は
、
七
二
三
台
と
な
り
、
震
災
前
に
比

べ
約
四
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
み
る
と
保
有
台
数
が
一
番
多
い
県
は
、

宮
崎
県
の
九
七
三
台
で
、
二
番
目
に
多
い

の
が
本
県
で
す
。
主
な
内
訳
は
、フ
ォ
ワ
ー

ダ
二
四
四
台
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
一
一
三
台
、

フ
ォ
ー
ク
収
納
型
グ
ラ
ッ
プ
ル
バ
ケ
ッ
ト

一
八
七
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
―
２
）

図－１　高性能林業機械（林野庁HPより）

図－２　保有台数の推移（令和６年森林・林業統計書）

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

生
産
性
の
向
上
に
向
け
た 

　

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用

新 春
特 集
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◎
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は

　

森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
木
材
生
産

現
場
に
お
け
る
、
作
業
と
機
械
と
人
の
有

機
的
な
組
合
せ
で
、
立
木
の
伐
倒
（
伐

木
）、
林
道
端
や
土
場
へ
の
搬
出
（
集
材
）、

枝
払
・
玉
切
（
造
材
）、
ト
ラ
ッ
ク
積
込
み

ま
で
の
一
連
の
作
業
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
こ

れ
ら
の
工
程
の
順
番
は
、
機
械
の
選
択
や

人
の
配
置
等
で
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
、

そ
の
工
程
の
順
番
で
あ
る
森
林
作
業
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
体
の

経
営
判
断
に
基
づ
く
と
と
も
に
、
経
営
規

模
に
対
し
て
無
理
・
無
駄
が
無
く
合
理
的

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

事
業
体
に
よ
っ
て
最
適
な
シ
ス
テ
ム
は
必

ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
事
業
地
の
状
況

に
よ
っ
て
も
異
な
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
倒
し
た
木
を
森

林
作
業
道
や
林
業
専
用
道
ま
で
集
材
す
る

方
法
に
よ
り
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
単
胴
ウ
イ

ン
チ
に
よ
る
車
両
系
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、

集
材
機
等
を
使
用
す
る
架
線
系
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
本
県
で
は
車
両
系
作
業
シ
ス
テ

ム
が
主
流
で
す
。

　

車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
、
現

在
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
車
両
系
作
業
シ

ス
テ
ム
は
、
伐
木
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
木

寄
が
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
造
材
が
プ
ロ
セ
ッ
サ
、

集
材
が
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
架
線
系
に
よ
る
作
業

シ
ス
テ
ム
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
回

は
主
流
で
あ
る
車
両
系
の
作
業
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◎
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　

現
場
技
能
者
に
は
、
集
約
化
さ
れ
た
現

場
か
ら
効
率
的
に
木
材
を
生
産
で
き
る
森

林
作
業
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、
作
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

車
両
系
の
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
集

材
距
離
が
短
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
高
い

路
網
密
度
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
架
線
系
は

急
傾
斜
地
な
ど
路
網
整
備
が
困
難
で
路
網

密
度
が
低
く
な
る
現
場
や
架
線
の
架
設
・

撤
去
の
手
間
を
考
慮
し
て
も
車
両
系
よ
り

も
高
い
生
産
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
条

件
の
現
場
で
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

林
地
傾
斜
は
路
網
計
画
に
密
接
に
関
連

す
る
こ
と
か
ら
、
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
も

林
地
傾
斜
と
路
網
計
画
に
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。

◎
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
労
働
生
産

性
の
向
上

　

労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
の
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
を
効
率
化

し
、
労
働
生
産
性
の
作
業
の
遅
れ
の
原
因

と
な
る
問
題
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◎
労
働
生
産
性
と
は

　

労
働
生
産
性
と
は
、
作
業
効
率
の
程
度

を
表
し
た
指
標
の
こ
と
で
、
木
材
生
産
を

実
施
す
る
現
場
の
状
況
（
現
場
条
件
、
作

業
方
法
、
機
械
特
性
）
に
よ
り
労
働
生
産

性
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
事
業

地
や
他
の
事
業
体
と
比
較
し
て
一
律
に
評

価
す
る
た
め
に
用
い
る
も
の
で
は
な
く
、

作
業
シ
ス
テ
ム
の
改
善
目
標
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
木
材
生
産
の
労
働
生
産
性
は
、

木
材
の
生
産
量
（
立
方
㍍
）
と
木
材
生
産

に
投
入
し
た
人
工
数
（
人
日
）
で
求
め
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
、
一
人
一
日
当

た
り
の
生
産
量
（
立
方
㍍
／
人
日
）
で
表

さ
れ
ま
す
。

　

木
材
生
産
に
お
け
る
労
働
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
場
技
能
者
が
働

く
こ
と
が
で
き
る
年
間
労
働
日
数
は
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
日
数

で
多
く
の
木
材
を
生
産
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◎
林
業
事
業
体
改
善
計
画
か
ら
み
た
労
働

生
産
性

○
林
業
事
業
体
改
善
計
画

　

林
業
事
業
体
改
善
計
画
は
、
林
業
労
働

者
を
雇
用
し
て
、
造
林
、
保
育
、
伐
採
、

そ
の
他
の
森
林
整
備
を
行
い
、
改
善
計
画

を
履
行
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
事
業

主
が
、「
福
島
県
林
業
事
業
体
改
善
計
画

認
定
要
領
」
に
基
づ
き
「
雇
用
管
理
の
改

善
と
事
業
の
合
理
化
に
つ
い
て
の
計
画
」

（
改
善
計
画
・
五
年
間
）
を
作
成
・
申
請
し
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
計
画
で
す
。

○
改
善
措
置
実
施
状
況
報
告
書

　

改
善
措
置
実
施
状
況
報
告
書
は
、
改
善

計
画
期
間
中
の
実
施
状
況
を
毎
年
報
告
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

◎
労
働
生
産
性
の
向
上

　

実
施
状
況
報
告
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
体
に
お
け
る
労
働
生
産
性
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
労
働
生
産
性
の
向
上
に
向

け
た
取
組
で
は
、
各
事
業
体
と
も
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
等
を
あ
げ
て
お
り
、
高

性
能
林
業
機
械
へ
の
期
待
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

図
―
４
に
、
令
和
二
年
度
と
令
和
六
年

度
に
お
け
る
主
伐
と
間
伐
に
お
け
る
労
働

生
産
性
を
示
し
ま
し
た
。

図－３　作業システム例（林野庁HPより）
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図－６　労働生産性と高性能林業機械保有台数

図－４　主伐及び間伐の労働生産性の推移

図－５　植付及び下刈の労働生産性の推移

○
主
伐
に
お
け
る
労
働
生
産
性

　

本
県
の
認
定
事
業
体
八
八
事
業
体
の
う

ち
六
三
事
業
体
か
ら
の
集
計
で
は
、
令
和

六
年
度
の
主
伐
実
績
が
最
大
で
四
万
立
方

㍍
、
最
小
で
二
〇
〇
立
方
㍍
、
平
均
で
六
、

七
五
七
立
方
㍍
で
し
た
。

　

主
伐
に
お
け
る
令
和
二
年
度
の
労
働
生

産
性
は
、
最
大
で
一
六
・
四
一
立
方
㍍
／

人
日
、
最
小
が
一
・
〇
〇
立
方
㍍
／
人
日
、

平
均
が
六
・
四
五
立
方
㍍
／
人
日
で
し
た
。

　

令
和
六
年
度
の
労
働
生
産
性
は
、
最
大

で
二
五・一
六
立
方
㍍
／
人
日
、最
小
が
一・

七
一
立
方
㍍
／
人
日
、
平
均
が
七
・
六
三

立
方
㍍
／
人
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

体
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
五
年
前

に
比
べ
労
働
生
産
性
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
国
に
お
け
る
令
和
五
年
の
結
果
で
は
、

主
伐
の
労
働
生
産
が
平
均
で
八
・
一
立
方

㍍
／
人
日
で
、
令
和
十
二
年
度
ま
で
に
一

一
立
方
㍍
／
人
日
と
す
る
目
標
を
設
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
向
上
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
間
伐
に
お
け
る
労
働
生
産
性

　

令
和
六
年
度
の
間
伐
の
実
績
は
、
六
四

事
業
体
の
集
計
で
は
、
最
大
で
二
一
、
九

二
九
立
方
㍍
、
最
小
で
一
五
立
方
㍍
、
平

均
が
四
、
五
八
二
立
方
㍍
で
し
た
。

　

間
伐
に
お
け
る
令
和
二
年
度
の
労
働
生

産
性
は
、
最
大
で
一
九
・
五
七
方
㍍
／
人

日
、
最
小
が
一
・
〇
〇
立
方
㍍
／
人
日
、

平
均
が
四
・
九
四
立
方
㍍
／
人
日
で
し
た
。

　

令
和
六
年
度
に
お
け
る
労
働
生
産
性

は
、
最
大
が
、
一
二・七
九
立
方
㍍
／
人
日
、

最
小
が
〇
・
七
五
立
方
㍍
／
人
日
、
平
均

が
五
・
一
〇
立
方
㍍
／
人
日
で
し
た
。
五

年
前
に
比
べ
労
働
生
産
性
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
間
伐
の
労
働
生

産
を
令
和
十
二
年
度
ま
で
に
八
立
方
㍍
／

人
日
と
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

間
伐
の
生
産
性
は
主
伐
に
比
べ
低
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
効
率
よ
く
作
業
シ

ス
テ
ム
を
行
う
こ
と
で
生
産
性
を
上
げ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
植
付
や
下
刈
の
労
働
生
産

性
が
、
植
付
で
は
令
和
二
年
度
の
平
均
が

〇
・
〇
九
㌶
／
人
日
、
令
和
六
年
度
が
〇
・

〇
八
㌶
／
人
日
、
下
刈
で
は
令
和
二
年
度

の
平
均
が
〇
・
一
六
㌶
／
人
日
、
令
和
六

年
度
が
〇
・
一
九
㌶
／
人
日
と
、
な
か
な

か
労
働
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
作
業
種
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。（
図
―
５
）

◎
終
わ
り
に

　

労
働
生
産
性
と
高
性
能
林
業
機
械
保
有

台
数
の
関
係
（
図
―
６
）
で
は
、
高
性
能

林
業
機
械
の
保
有
数
と
労
働
生
産
性
の
高

さ
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
か
に
有
効
な
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
か
が
、
労
働
生
産
性
の
向
上

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
作
業
シ
ス
テ
ム
と
生
産
性
の
向

上
に
つ
い
て
は
、林
野
庁
が
制
作
し
た
「
生

産
性
向
上
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
～
生
産
性
の
高

い
林
業
の
確
立
に
向
け
て
～
」
及
び
「
路

網
を
活
か
し
た
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム
～
森

林
作
業
シ
ス
テ
ム
構
築
の
基
本
～
」
に
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労

働
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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森
林
・
林
業
の
復
興
に
向
け
て

国
へ
緊
急
要
望

�

福
島
県
林
業
会
議

　

県
内
の
森
林
・
林
業
関
係
十
団
体
で
構

成
す
る
福
島
県
林
業
会
議
は
、
令
和
七
年

十
二
月
八
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
復
興
庁
と
林

野
庁
、
財
務
省
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
復
興
・
創

生
に
係
る
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
継
続
し

て
取
り
組
め
る
よ
う
要
望
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
令
和
八

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
三
期
復

興
・
創
生
期
間
」
に
お
い
て
、「
ふ
く
し

ま
森
林
再
生
事
業
」
を
始
め
と
し
た
放
射

性
物
質
対
策
及
び
放
射
性
物
質
の
影
響
に

対
応
し
た
森
林
整
備
等
の
推
進
や
林
業
・

木
材
産
業
の
復
興
に
向
け
た
支
援
な
ど
必

要
な
事
業
の
継
続
と
と
も
に
、
通
常
事
業

へ
の
移
行
を
見
据
え
、
本
県
予
算
枠
を
十

分
に
確
保
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

山
野
謙
復
興
庁
事
務
次
官
、
小
坂
善
太

郎
林
野
庁
長
官
お
二
方
と
も
、
本
県
の
課

題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
要
望
内
容
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
復
興
の
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
事

業
予
算
の
確
保
に
努
力
す
る
旨
発
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
務
省
宮
下
賢
章
主
計
官
か
ら

は
、
森
林
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

事
業
展
開
に
向
け
具
体
的
に
動
き
出
せ
る

よ
う
林
野
庁
と
十
分
協
議
す
る
と
の
発
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふくしまの森林・林業の復興に向けた緊急要望項目

１　第３期復興・創生期間における施策の拡充と予算の確保
　　第３期復興・創生期間における必要な事業の継続と新たな課題への対応を含む事業の拡充これ
ら事業に必要な予算の確保と地方財源措置

２　放射性物質対策と森林整備等の推進
　⑴　「ふくしま森林再生事業」を始めとした各種復興施策に係る事業の拡充と予算の確保、帰還困

難区域を含む森林整備作業実施に向けたガイドライン策定
　⑵　帰還困難区域などの森林整備、木材利用を進めるためのビジョンの提示と必要な支援及び風評

被害防止のためのリスクコミュニケーション
　⑶　帰還困難区域の森林整備を進める上での林道事業や住民帰還に必要な治山事業のための予算の確保

３　林業・木材産業の復興に向けた支援
　⑴　丸太、製材品の放射性物質濃度調査、木材の安全確保に要する検査、樹皮の処理・活用等、放

射性物質対策の拡充支援
　⑵　きのこ原木、おが粉など生産資材の調達を支援する事業の継続
　⑶　きのこ原木林再生を図るための「広葉樹林再生事業」の伐採材の利活用
　⑷　原木しいたけ露地栽培の生産再開への支援強化と経営指標作成に向けた取組
　⑸　山菜・野生きのこのモニタリングや出荷制限解除に向けた取組の継続
　⑹　段階的に復興事業から通常事業に移行を進めるための本県予算枠の確保

復興庁にて、左から風間良一県木材協同組合連合会会
長、山野謙事務次官、田子英司県森林組合連合会長、
飯沼隆宏県森林・林業・緑化協会専務理事

林野庁にて、中央が小坂善太郎長官
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令
和
七
年
十
一
月
十
五
日
（
土
）、
郡
山

市
安
積
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
第
十
回
福
島
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

本
審
査
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
食
用
き
の
こ
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
と
そ
の
利
活
用
の
普

及
啓
発
に
よ
り
、
き
の
こ
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
福
島
県
、

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
、
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
福
島
県
本
部
の
後
援
を
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
一
六
二
点
（
う
ち
高
校
生

七
八
点
、
大
学
生
七
六
点
、
専
門
学
校
生

四
点
、
一
般
四
点
）
と
な
り
、
最
優
秀
賞

で
あ
る
県
知
事
賞
は
規
定
に
よ
り
一
点
の

選
出
と
な
り
ま
し
た
。

作　　　品　　　名 氏　　　名 職　　　業

県知事賞 ～ふくしま香る～しいたけの肉巻きおろしソース添え 歌　川　千　慧 郡山女子大学短期大学部

優 秀 賞
うまみたっぷりきのこの塩チャプチェ 遠　藤　美　樹 郡山女子大学短期大学部

きのこたっぷり鮮やかキッシュ 片　山　千　愛 福島県立川口高等学校

特 別 賞 エリンギときのこクリームのミルフィーユ 濵　尾　莉　来 郡山女子大学附属高等学校

奨 励 賞
きのこと白身の高野詰め 伊　東　妃　由 郡山女子大学附属高等学校

ふくふくきのこでそばロール 室　井　つな子 一般

　

当
協
会
が
委
嘱
し
た
五
名
の
審
査
員
に

よ
り
、
十
月
十
四
日
に
書
類
に
よ
る
一
次

審
査
を
、
十
一
月
十
五
日
に
は
調
理
の
実

技
を
伴
う
本
審
査
を
行
い
、
六
名
の
方
の

入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
参
加
者
が
規
定
時
間
と
な
る
一
時
間

以
内
に
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
審
査
員

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
の
考
え
る
視

点
が
あ
っ
て
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
人
に
お
勧
め
し
た
い
料
理
ば
か

り
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
美
味
し
い
作
品
を

頂
け
て
大
変
幸
せ
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
皆

さ
ん
が
経
験
し
た
こ
と
は
す
ご
く
重
要

で
、
今
後
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
持
ち
、テ
ー
マ
に
沿
っ

て
活
動
し
て
い
く
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

も
の
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
産
の
き
の
こ
に
つ
い
て

家
族
も
一
緒
に
な
っ
て
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
材
料
選
び
に
お
い
て
も
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、
そ
の
素
材
を

美
味
し
く
調
理
し
て
提
供
し
よ
う
と
す
る

姿
に
参
加
者
の
皆
様
の
き
の
こ
料
理
へ
の

想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
、
日
々
、

料
理
と
向
き
合
う
姿
勢
と
技
術
向
上
に
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
察
し
ま
す
と
と
も

に
ご
指
導
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
一
作
品
を
、
令
和
八

年
三
月
十
八
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る

第
三
八
回
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
へ
福
島
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

受賞者一覧

歌川千慧さん　県知事賞受賞作品 
「～ふくしま香る～しいたけの肉巻きおろしソース添え」

調理審査

記念撮影

第
十
回
福
島
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
き
の
こ
振
興
協
議
会
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ら
こ
そ
、
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
の
意
味

な
ど
理
解
し
な
が
ら
線
形
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
新
し

い
技
術
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
業
務
を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
を
使
用

す
る
側
が
ま
ず
は
原
理
原
則
を
理
解
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
実

感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
る
切
り
・
除
伐
研
修
で
は
、

丁
寧
な
作
業
が
一
本
一
本
の
木
の
生
育
を

助
け
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
目
的
樹
種
で
も
生
育
不
良
や
周
囲
の
状

況
に
よ
っ
て
は
除
伐
の
対
象
に
な
り
、
そ

の
時
点
で
は
正
解
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
根
拠
を
も
っ
て
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。

　

残
り
わ
ず
か
な
研
修
に
お
い
て
も
、
ひ

と
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る
よ

う
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
⑧

○
十
一
月
の
研
修
内
容

　

十
一
月
は
、
十
二
月
の
作
業
道
作
設
実

習
に
向
け
て
、
路
網
の
縦
断
・
横
断
測
量

と
図
面
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

架
線
集
材
で
は
実
際
に
架
線
を
張
っ
て
作

業
し
て
い
る
現
場
で
操
作
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
計
十
五
日
間
の
実
習
が
終
了
し
ま

し
た
。

●
森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
「
知
識
」

の
習
得

「
現
場
管
理
の
基
礎
」

　

森
林
所
有
者
へ
の
施
業
提
案
や
現
場
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
と
な
る
工
程
管
理

や
コ
ス
ト
計
算
、
現
場
管
理
の
考
え
方
を

学
び
ま
し
た
。

●
森
林
施
業
「
技
術
」
の
習
得

「
縦
断
・
横
断
測
量
」

「
林
内
路
網
（
踏
査
実
習
）」

　

森
林
作
業
道
を
設
計
す
る
た
め
の
縦

断
・
横
断
測
量
に
つ
い
て
、
一
週
間
か
け

て
学
び
ま
し
た
。
山
の
傾
斜
や
土
砂
の
切

り
盛
り
な
ど
道
を
通
す
た
め
に
必
要
な
知

識
を
身
に
つ
け
、
図
面
上
で
路
網
の
設
計

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
地
踏
査
で

実
際
の
山
の
斜
面
の
勾
配
や
土
質
な
ど
、

現
場
に
出
な
い
と
分
か
ら
な
い
要
素
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
林
内
路
網
」

「
高
性
能
林
業
機
械
運
転
技
術
」

　

十
二
月
以
降
の
現
場
実
習
を
目
指
し
、

二
班
に
分
か
れ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
グ
ラ
ッ
プ

ル
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
操
作
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」

　

ス
ギ
林
の
間
伐
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

小
径
木
の
伐
採
で
は
く
さ
び
を
打
つ
隙
間

が
な
い
こ
と
や
、
重
さ
が
な
い
こ
と
で
倒

れ
る
勢
い
が
な
く
、
掛
か
り
木
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
小
径
木
ほ
ど
ミ
ス
が

許
さ
れ
な
い
の
で
、
油
断
せ
ず
慎
重
に
伐

倒
を
行
い
ま
し
た
。

「
つ
る
切
り
、
除
伐
、
枝
打
等
」

　

十
四
～
十
五
年
生
の
ス
ギ
林
の
つ
る
切

り
と
除
伐
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
雑
灌

木
や
生
育
不
良
の
ス
ギ
の
選
木
や
、
手
ノ

コ
を
使
っ
た
つ
る
の
除
去
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

●
資
格
の
取
得

「
架
線
集
材
」

　

林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
の
規
程
に

定
め
ら
れ
た
講
習
の
最
後
の
実
習
と
し

て
、
実
際
に
作
業
し
て
い
る
現
場
の
集
材

機
を
お
借
り
し
、
操
作
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

「
玉
掛
け
技
術
」

　

ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た
木
材
の
荷
掛
け
に

必
要
な
玉
掛
け
技
能
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。
安
全
な
作
業
を
す
る
た
め
に
、
吊
り

上
げ
る
荷
の
重
さ
と
そ
れ
に
耐
え
う
る
ワ

イ
ヤ
ー
の
選
定
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

○
研
修
生
の
感
想

　
石
川
　
滋
（
い
し
か
わ
　
し
げ
る
）

　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
に
入
講
し

て
八
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
と
も
に
学

ぶ
研
修
生
同
士
の
仲
も
深
ま
り
、
日
々
良

い
雰
囲
気
で
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
臨

ん
で
い
ま
す
。
研
修
も
後
半
に
入
り
、

徐
々
に
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
に

直
結
す
る
実
習
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
森
林
作
業
道

づ
く
り
に
関
す
る
研
修
で
は
、
生
産
性
を

高
め
る
た
め
に
路
網
設
計
が
い
か
に
重
要

か
を
踏
ま
え
、
机
上
設
計
か
ら
現
地
踏
査

を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
て
設
計
を
修
正
し

図
面
を
作
成
し
ま
し
た
。
特
に
傾
斜
地
で

の
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
縦
断
勾
配
や
曲

線
半
径
を
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
Ｑ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、
Ｆ
Ｒ
Ｄ
を
使

用
し
た
Ｐ
Ｃ
上
で
の
路
網
設
計
で
は
、
実

際
に
現
場
を
測
量
し
図
面
を
作
成
し
た
か

つる切り

FRDを用いた路網設計
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１　はじめに
　福島県では「広葉樹林再生事業」により、原発事故で伐採が停滞するきのこ原木林等の更新と、放射性物
質の継続的な調査が行われています。事業の実施に伴い、コナラなどの小中径材の出材が増えることが見込
まれています。
　また、近年、広葉樹材については、海外における資源の減少や円安の影響等により外材価格が高止まりの
傾向にあります。一方、広葉樹に対する根強い人気や新たな用途の開発等により、国産の広葉樹材が全国的
にも注目を集めています。
　こうした中、これまでパルプ・チップ用の低質材として、ひとくくりに扱われてきた広葉樹材の中にも、
一般材として流通するものが含まれている可能性があり、需要に応じた採材がますます重要になるものと考
えます。
　そこで、今回の研修では、主に広葉樹林再生事業の事業主体である市町村と事業を請け負う林業事業体を
対象として、広く広葉樹材に関する知識を深めてもらうため、原木市場において商品としての採材の留意点
を研修するとともに、事業の現場において実際に立木や伐倒木を見ながら販売に有利な採材方法の検討を行
いました。

２　研修会の内容
　⑴原木市場での販売材の見学、採材の留意点

　国産広葉樹材も広く取り扱う南東北木材株式会社に講師及び研修場所の提供をいただき、節・枝跡や
割れ、曲りの程度等により、価格に影響することや、広葉樹では基本的に2.2ｍにのびをつけた長さで
の需要が多いことなどの説明がありました。
　どこが良い評価に繋がるのか、同じような規格の材で評価の違いはどこででるのか、どういった材が
求められているのか等、実際に販売された材を見ながら具体的な説明を聞くことで、認識を深めること
ができました。

　
⑵事業現場における採材方法の検討

　現地では伐倒されたナラ３本について３班に分かれて末口径や樹高、曲り等を確認しながら採材方法
について検討し、代表者に発表をしてもらいました。様々な意見が出る中、講師より買方の需要を踏ま
えた意見をいただき、販売に有利な採材方法について検討しました。実際に伐倒された木を見ながら、
この状態の枝なら切り落とせば材にできる、上の方が直材ならばいいところから2.2ｍを切り出して間
は調整箇所にする等のテクニックについてお話を伺うことが
できました。

３　おわりに
　広葉樹の特性上、用材として市場に出す際にまとまった材積を
確保するのが難しいことや、補助事業で実施する際には工期との
兼ね合い等の様々な課題はありますが、今回の研修を通して広葉
樹の採材について意識していただける機会となったと思います。
　今後も広葉樹材の活用事例や市場での販売状況等について、現
場で作業する方々へも情報共有をしていきたいと思います。

普及指導員通信

福島県県北農林事務所
� 林業普及指導員　小　柴　　　遥

広葉樹における採材研修会の開催

採材方法の検討の様子
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カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
（
以
下
「
カ

シ
ナ
ガ
」
と
い
う
。）
が
媒
介
す
る
ナ
ラ

菌
に
起
因
し
て
ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
が
枯

死
す
る
「
ナ
ラ
枯
れ
」
に
よ
る
森
林
被
害

は
、
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
六
年
度
の
福
島
県
内
に
お
け
る
ナ
ラ
枯

れ
被
害
量
は
前
年
度
比
一
八
五
㌫
と
な
る

約
二
万
一
千
立
方
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
日
本
全
体
で
ワ
ー
ス
ト
三
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
署
管
内
（
棚
倉
町
、
塙
町
、
矢
祭
町
、

鮫
川
村
）
で
は
こ
れ
ま
で
ナ
ラ
枯
れ
被
害

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令

和
六
年
、
矢
祭
町
内
の
茨
城
県
境
付
近
の

山
林
と
同
町
内
の
滝
川
渓
谷
の
二
か
所
で

初
め
て
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ラ
枯
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

ナ
ラ
菌
を
保
有
し
て
い
る
カ
シ
ナ
ガ
が

産
卵
の
た
め
ナ
ラ
や
シ
イ
の
幹
に
穿
入
す

る
際
、
ナ
ラ
菌
が
樹
木
内
に
持
ち
込
ま
れ

て
蔓
延
す
る
こ
と
に
よ
り
、
樹
木
内
の
細

胞
が
壊
死
し
通
水
障
害
を
起
こ
す
こ
と
で

ナ
ラ
枯
れ
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
は
樹
木
内

で
孵
化
、
成
長
し
、
次
世
代
の
成
体
と
な

り
ナ
ラ
菌
を
体
に
付
着
さ
せ
翌
年
の
初
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
被
害
木
か
ら
飛
び
出
し

別
の
健
全
な
ナ
ラ
等
に
移
動
し
穿
入
す
る

こ
と
で
周
囲
に
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。

　

カ
シ
ナ
ガ
は
、
親
二
匹
か
ら
平
均
二
〇

匹
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
一
年
で
十
倍
、
二
年
で
一
〇
〇
倍
と

指
数
関
数
的
に
数
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
拡
大
を
食
い
止

め
る
に
は
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の
早
期
の

発
見
お
よ
び
防
除
が
非
常
に
重
要
に
な
り

ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
の
防
除
法

　

ナ
ラ
枯
れ
の
防
除
法
は
、
ナ
ラ
枯
れ
被

害
の
程
度
に
よ
り
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
被
害
が
比
較
的
穏
や
か
な
箇
所

で
は
、
被
害
木
の
伐
倒
や
樹
幹
へ
の
薬
剤

注
入
な
ど
の
処
置
が
と
ら
れ
、
被
害
の
激

し
い
地
域
で
は
、
伐
倒
し
た
健
全
な
ナ
ラ

等
を
一
か
所
に
集
め
カ
シ
ナ
ガ
の
誘
引
剤

を
用
い
丸
太
内
に
カ
シ
ナ
ガ
を
誘
導
し
、

そ
の
丸
太
を
チ
ッ
パ
ー
で
処
分
す
る
お
と

り
丸
太
法
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
に
当
署
管
内
で
発
生
し
た

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
対
し
て
は
、
被
害
木
が

数
本
と
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
伐
倒
後

の
搬
出
が
可
能
な
場
所
で
は
図
２
の
よ
う

に
伐
倒
お
よ
び
搬
出
、
最
終
的
に
チ
ッ

パ
ー
を
用
い
た
粉
砕
を
、
搬
出
が
難
し
い

場
所
で
は
図
３
の
よ
う
に
、
被
害
木
の
樹

幹
に
粘
着
シ
ー
ト
を
巻
き
付
け
、
新
成
虫

の
新
た
な
穿
入
の
防
止
お
よ
び
脱
出
新
成

虫
の
捕
獲
を
行
う
方
法
を
行
い
ま
し
た
。

カ
シ
ナ
ガ
に
よ
る
穿
入
は
地
際
か
ら
二
㍍

に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
伐
倒
処
理
の
際

に
は
、
伐
根
が
地
表
か
ら
六
㌢
㍍
以
下
に

な
る
よ
う
に
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

粘
着
シ
ー
ト
を
用
い
た
防
除
で
は
残
念

な
が
ら
カ
シ
ナ
ガ
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
棚
倉
森
林
管
理
署

で
は
今
後
も
ナ
ラ
枯
れ
の
調
査
を
行
い
必

要
に
応
じ
て
対
策
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

図１．カシナガの穿入により生じたフラス

図２．被害木の伐倒風景図３．粘着シートを巻いた被害木

団体のページ

棚
倉
森
林
管
理
署
管
内

に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ

被
害
と
対
策

森林管理署メモ

棚倉森林管理署
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公社職員による 
森林３次元計測システム 
OWLによる森林調査状況

Ｊ－クレジット制度 
プロジェクト登録証

団体のページ

公社だより

森
林
由
来

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況

ふくしま緑の森づくり公社
公益社団法人

　

当
機
関
誌
「
林
業
福
島
」
の
令
和
七

年
一
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
森
林
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
」
の
内
容

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
当
公
社
と
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

㈱
に
よ
り
「
森
林
を
活
用
し
た
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を

締
結
し
、
共
同
作
業
に
よ
り
令
和
七
年

一
月
三
一
日
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
申

請
を
行
い
、「
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
～

二
〇
三
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
森
林

管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
認
証
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
登
録
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
計
画
に
従
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
量
の
算
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
入
手

や
計
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
七
月
～
十
月
に
か
け

て
航
空
レ
ー
ザ
計
測
及
び
航
空
写
真
の

撮
影
を
行
う
と
と
も
に
、
航
空
レ
ー
ザ

計
測
を
実
施
し
な
い
一
部
区
域
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
購
入
し
た
森
林
三
次
元

計
測
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｗ
Ｌ
に
よ
り
現
地
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
と
併
せ
て
、
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
解
析
作
業
を
行
っ
て

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の
算
定
等
を
行
い
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
天
然
林

（
保
安
林
）
を
追
加
す
る
作
業
も
進
め
て

お
り
、
こ
ち
ら
も
今
年
度
中
に
追
加
申

請
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
結
果
の
検
証
～
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証

申
請
～
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
得
と
順
次
作
業

を
進
め
、
令
和
九

年
度
か
ら
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
得
た
売

却
益
を
森
林
整
備

に
活
用
し
、
適
正

な
森
林
管
理
と
森

林
資
源
の
充
実
を

図
り
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
の

長
期
的
な
維
持
を

目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク�

間
伐
材
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

展
示
し
ま
し
た

　

当
公
社
で
は
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
、
福
島
県
自
治
会
館
一
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
展
示
し
ま
し

た
。
今
年
も
ス
ギ
を
使
い
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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木
と
向
き
合
う
住
ま
い
づ
く
り

～
伝
統
を
今
に
生
か
し
、想
い
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
～�（
有
限
会
社 

佐
山
建
築
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学
　
生
活
科
学
科
　
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻
　
准
教
授
　
阿
　
部
　
恵
利
子

箸作りワークショップに参加する
留学生（米・オレゴン州）

○
は
じ
め
に

　

日
本
の
住
ま
い
は
、
木
と
と
も
に
築
か

れ
て
き
ま
し
た
。
木
を
適
材
適
所
に
使

い
、
気
候
や
暮
ら
し
方
に
合
わ
せ
て
そ
の

特
性
を
活
か
す
工
夫
が
、
住
ま
い
づ
く
り

の
基
盤
を
形
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
暮
ら
し
の
伝
統
と
、
住
ま
い
手
一
人

ひ
と
り
の
想
い
を
具
体
的
な
か
た
ち
と
し

て
実
現
す
る
住
ま
い
づ
く
り
は
、
木
と
暮

ら
す
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

○
木
と
向
き
合
う
家
づ
く
り

　

有
限
会
社
佐
山
建
築
（
南
相
馬
市
）
は
、

木
造
住
宅
を
中
心
に
、
住
ま
い
手
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
家
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
、
甚
大
な
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
、
岐
阜
、
大
阪
、
千
葉
、

茨
城
な
ど
の
市
場
に
足
を
運
び
、
知
識
の

獲
得
に
励
み
つ
つ
、
県
産
材
の
使
用
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
樹
種

ご
と
の
特
性
を
見
極
め
、
設
計
や
施
工
の

過
程
で
適
材
適
所
に
活
か
し
な
が
ら
、
住

ま
い
手
一
人
ひ
と
り
の
想
い
や
暮
ら
し
方

に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
具
体
的
な
か
た
ち

と
し
て
住
ま
い
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
素

材
の
特
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人
の
想
い

を
受
け
止
め
る
姿
勢
が
、
長
く
使
い
続
け

ら
れ
る
住
ま
い
を
支
え
て
い
ま
す
。

○
三
角
焼
に
見
る
手
仕
事

　

佐
山
建
築
の
焼
杉
は
、
伝
統
的
な
「
三

角
焼
」
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
流
通
し
て
い
る
焼
杉
の
多
く
が
機

械
に
よ
る
焼
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
社

で
は
三
枚
の
杉
板
を
三
角
柱
状
に
組
み
、

内
側
か
ら
火
を
入
れ
、
煙
突
効
果
を
利
用

し
て
内
側
を
焼
き
上
げ
ま
す
。
こ
の
技
法

は
、
外
装
材
と
し
て
の
耐
久
性
を
高
め
る

た
め
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
知

恵
で
す
。

　

火
加
減
や
焼
き
具
合
を
見
極
め
な
が
ら

行
う
三
角
焼
は
、
効
率
だ
け
で
は
測
れ
な

い
手
仕
事
で
す
。
炎
と
木
の
変
化
に
向
き

合
い
な
が
ら
進
め
る
工
程
に
は
、
素
材
へ

の
理
解
と
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
判
断
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
伝
統
的
な

技
法
へ
の
挑
戦
も
、
住
ま
い
手
一
人
ひ
と

り
の
想
い
に
寄
り
添
う
中
で
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
自
然
素
材
で
あ
る
た
め
、
傷
や

く
実
践
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、
も
の
づ
く
り
や
建
築
の

仕
事
に
触
れ
る
貴
重
な
職
業
体
験
の
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

木
を
適
材
適
所
に
使
い
、
住
ま
い
手
の

想
い
や
暮
ら
し
方
に
向
き
合
う
住
ま
い
づ

く
り
は
、
木
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
住
ま

い
の
在
り
方
を
現
在
へ
と
引
き
継
ぐ
も
の

で
す
。
建
築
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
木
の

文
化
を
暮
ら
し
の
中
で
実
践
し
続
け
る
試

み
は
、
林
業
か
ら
建
築
、
そ
し
て
暮
ら
し

へ
と
続
く
木
の
文
化
を
、
現
場
で
の
実
践

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
支
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
住
ま
い
づ
く
り
の
現
場
で
培
わ

れ
て
き
た
取
り
組
み
が
、
木
の
文
化
を
今

に
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

斑
、
割
れ
、
反
り
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
特
性
を
理
解
し
、
許

容
で
き
る
場
合
に
の
み
使
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
施
工
後
五
年
を
経

過
し
、
経
年
美
化
を
楽
し
め
る
建
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
体
験
を
通
し
て
伝
え
る
木
の
文
化

　

佐
山
建
築
で
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
（
幼
児
お
よ
び

小
、
中
、
高
校
生
）
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
木
に

直
接
触
れ
、
五
感
で
感
じ
る
体
験
を
通
し

て
、
完
成
し
た
建
築
を
見
る
だ
け
で
は
伝

わ
り
に
く
い
、
木
の
手
触
り
や
香
り
、
素

材
と
し
て
の
変
化
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
「
ポ
ン
ポ
ン
づ
く

り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
カ
ン
ナ
が

け
の
際
に
生
じ
た
鉋
屑
を
活
用
し
、
鉋
屑

を
杉
玉
の
よ
う
に
丸
く
成
形
し
て
い
き
ま

す
。
木
の
や
わ
ら
か
さ
や
香
り
、
手
仕
事

な
ら
で
は
の
感
触
を
自
然
に
体
験
で
き
る

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
子
ど
も
た
ち

の
五
感
を
育
む
と
同
時
に
、
鉋
屑
ま
で
余

す
こ
と
な
く
活
用
す
る
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
日
頃
の
遊
び
と
は
異
な
る
感
触

に
、
子
ど
も
た
ち
は
鉋
屑
に
埋
も
れ
て
遊

ん
だ
り
、
ポ
ン
ポ
ン
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ

り
と
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
験
は
、
木
を
身
近
な
存
在

と
し
て
捉
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
同
時

に
、
住
ま
い
づ
く
り
の
現
場
で
培
わ
れ
た

知
恵
や
技
術
を
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
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福
島
県
に
お
い
て
、
三
〇
年
以
上
も
不

動
の
全
国
ト
ッ
プ
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
が

桐
の
生
産
量
で
す
。
特
に
会
津
地
域
に
お

け
る
桐
の
生
産
は
三
八
〇
年
も
の
歴
史
を

誇
り
、
箪
笥
や
下
駄
の
生
産
の
ほ
か
、
琴

や
琵
琶
な
ど
の
楽
器
素
材
と
し
て
極
上
と

評
価
さ
れ
る
な
ど
、
唯
一
無
二
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
現
在
の
県
内
生
産
量
は
ほ
ぼ
全

て
会
津
桐
の
も
の
で
す
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
よ
り
戦
後
統
計
の
ピ
ー
ク

（
一
九
六
六
年
）
か
ら
は
、
五
〇
分
の
一
ほ

ど
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
資
源
の
枯
渇

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
会
津
町
史
に

よ
る
と
、
か
つ
て
は
村
落
一
軒
あ
た
り
で

六
〇
～
七
〇
本
の
桐
を
植
え
て
い
た
と
あ

り
活
況
振
り
が
偲
ば
れ
ま
す
が
、
二
〇
一

〇
年
代
に
入
っ
て
植
栽
は
お
ろ
か
苗
木
生

産
も
ゼ
ロ
の
時
期
が
あ
り
、
先
人
の
残
し

た
資
源
に
頼
り
き
っ
た
実
態
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
状
況
を
憂
い
、
ま
た
、
か
つ
て

の
会
津
桐
の
里
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
活
動

し
て
い
る
団
体
と
し
て
会
津
里
山
森
林
資

源
育
成
研
究
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

桐
玉
植
苗
の
生
産
、
植
樹
祭
開
催
、
桐
製

品
開
発
の
ほ
か
市
町
村
へ
の
桐
普
及
支
援

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
、
発
足
五

年
目
の
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

会
津
桐
の
広
が
る
可
能
性

で
い
ま
、
私
が
特
に
気
に
な
る
の
は
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
材
へ
の
桐
の
活
用
で
す
。
あ

る
プ
ロ
ボ
ー
ダ
ー
が
板
素
材
の
探
求
の
末
、

会
津
桐
へ
辿
り
着
い
た
こ
と
を
発
端
に
試

作
さ
れ
た
ボ
ー
ド
は
、
木
目
の
美
し
さ
は

勿
論
で
す
が
、
し
な
り
特
性
な
ど
に
よ
り

得
ら
れ
る
乗
り
味
が
大
絶
賛
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
会
津
桐
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
親
和

性
の
高
さ
を
示
す
新
た
な
一
面
で
あ
り
、

研
究
会
の
活
躍
と
共
に
、
会
津
桐
の
こ
れ

か
ら
の
可
能
性
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。会津桐スノーボードと桐苗 

（画像提供：会津里山森林資源育成研究会）

県森連いわき共販における木材市況（12月分）
令和８年１月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

藤
　
田
　
　
　
学

福
島
県
会
津
農
林
事
務
所

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

ス　ギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 14.0 13.5

3.65
16上
24上 11.5 10.3

3.00

９下 11.5  9.5
10～13 11.0 10.3
14～16 11.2  9.3
18～20 13.6 11.8
22上 14.0 12.5

6.00 16～20 14.1 13.3
2.00 16上  7.5  6.0

ヒノキ
4.00

10～13  9.0  8.8
14～16 15.5 14.0
18～20 17.1 15.2
22上 17.1 15.2

3.00 16～20 14.8 13.5

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

3.00
16～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下
13～14
16上

ク　リ
4.00 16上 14.0 13.0
3.00 16上 13.0 12.0

モ　ミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 １月の共販日

　販売量は2,271㎥（前年同月比118％）でした。
　スギ３ｍ柱材、中目材は、ほぼ横ばいを保ちま
したが、不落物件が少し出ました。4.00ｍ材は引
き合いあり、活発に取り引きされました。４ｍ材
（24-32㎝、34-38㎝）はＡ材、Ｂ材とも需要が高く
品薄感があります。
　小径材も同じく需要が高い状況です。
　造材方よろしくお願い致します。

７日㈬

19日㈪

27日㈫

行　事　と　お　知　ら　せ

１月７日㈬　いわき木材流通センター　初市

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

� 福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　



13―　 ―

編　

集
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行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

お知らせコーナー

林業福島　令和８年１月１日発行

年　

明　

け

「未来の宝物」
第22回ふくしま森林・林業写真コンクール
最優秀賞（福島県知事賞）
受賞者　広野資郎さん（南会津町）
撮影場所：南会津町（旧南郷村）
コメント：�伐採された木材が未来

の宝物に見えました。

　

身
も
心
も
ひ
き
締
ま
る
一
月
一
日
早
朝
で
あ
る
。
葉
を
す
べ
て
落
と
し
た
寒
樹
の
一
番

上
に
は
、
ス
ズ
メ
が
数
羽
止
ま
っ
て
い
る
。
少
し
ず
つ
明
ら
ん
で
き
た
東
の
空
か
ら
の
光

に
、
ス
ズ
メ
の
羽
毛
が
柔
ら
か
く
輝
き
、
元
日
の
朝
の
寒
気
に
温
か
み
が
ほ
ん
の
り
と
帯

び
た
よ
う
だ
。
ス
ズ
メ
の
鳴
き
声
は
、
一
年
中
聞
き
な
れ
て
は
い
る
が
、
年
が
改
ま
っ
た

朝
に
聞
く
鳴
き
声
は
、
格
別
に
心
地
よ
く
、
清
々
と
す
る
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」。
丙
は
、
甲
、
乙
の
次
に
く
る
十
干

の
三
番
目
、
そ
し
て
、
子
、
丑
、
寅
…
か
ら
始
ま
る
十
二
支
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
今

年
は
六
〇
年
に
一
度
巡
る
干
支
で
あ
る
。
こ
の
丙
も
午
も
ど
ち
ら
も
火
の
性
質
が
あ
り
、

丙
午
年
は
「
火
の
力
」
を
象
徴
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
年
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
動
物
の
馬
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
ド
、
勢
い
や
力
強
さ
、
そ
し
て
、
相
馬
野
馬
追
の
勇
壮

華
麗
さ
も
思
い
浮
か
ぶ
。
清
々
と
し
た
ス
ズ
メ
の
鳴
き
声
か
ら
一
変
、
遠
く
か
ら
一
定
の

リ
ズ
ム
で
馬
の
蹄
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
一
月
に
は
元
日
の
ほ
か
に
い
い
記
念
日
が
あ
る
。
十
四
日
は
、
南
極
で
カ
ラ

フ
ト
犬
「
タ
ロ
と
ジ
ロ
」
の
生
存
が
確
認
さ
れ
た
日
で
「
愛
と
希
望
と
勇
気
の
日
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

清
々
し
さ
、
満
ち
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
し
て
愛
と
希
望
と
勇
気
等
々
に
背
中
を
押
さ

れ
て
、
思
わ
ず
一
歩
、
踏
み
出
せ
る
条
件
が
整
っ
た
で
は
な
い
か
。

　

だ
が
、
春
意
を
感
じ
る
寒
明
け
の
日
は
ま
だ
遠
く
、
自
分
の
内
に
今
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
無
理
な
く
、
少
し
ず
つ
貯
え
よ
う
と
気
構
え
る
、
そ
の
「
小
さ
な
一
歩
」
を
確
認
し
た

年
明
け
で
あ
る
。�

第
一
五
二
話
（
都
）

　福島県木材青壮年協会（以下「木青協」）
では、子ども達の想像力を伸ばし、木をもっ
と身近なものにしてもらいたいとの思いか
ら、児童・生徒木工工作コンクールを開催し
ています。
　県内の21小学校から452点の応募があり、
そのうち各校から推薦された68点について、
９月19日、いわき市小名浜の道の駅いわき・
ら・ら・ミュウで審査会を開催し、次のとお
り各賞が決定しました。

第50回福島県児童・生徒木工工作コンクールが開催されました

○福島県知事賞 
　第１部 「尾長どりの女王様」 
　いわき市立磐崎小学校 
　３年　森　妃香瑠

○福島県知事賞 
　第２部 「天空にまうワシ」 
　いわき市立平第五小学校 
　６年　安藤　千紗

第50回福島県児童・生徒木工工作コンクール入賞者名簿
賞 作品名 氏　名 小学校名 学年

最優秀賞
福島県知事賞　第１部 尾長どりの女王様 森　妃香瑠 いわき市立磐崎 ３
福島県知事賞　第２部 天空にまうワシ 安藤　千紗 いわき市立平第五 ６

優秀賞

福島県教育委員会教育長賞　第１部 くじゃく 大倉　　雫 いわき市立赤井 ２
福島県教育委員会教育長賞　第２部 ヤマアラシ 長山　加純 いわき市立小名浜第三 ６
関東森林管理局長賞 大きなドレス 田﨑　愛華 柳津町立柳津 ５
いわき市長賞 ミミズクのなかよし親子 根本　治明 いわき市立泉北 ４
福島民報社長賞 どんぐり村のガチャガチャ 鈴木　晴陽 いわき市立泉 ２
福島県木材協同組合連合会長賞 くつろいでいるうさぎ 松本　　彗 いわき市立泉北 ４
福島県林業会館理事長賞 ヤン 渡邉　　光 いわき市立植田 １
NHK福島放送局長賞 フラガール 平山　心望 いわき市立磐崎 １
ラジオ福島社長賞 夏の始まり 小山笑里杏 いわき市立勿来第一 ４
福島テレビ社長賞 ハシビロコウとハイギョ 橋本　惟杜 いわき市立勿来第一 １
アクアマリンふくしま賞 森、川、海ゆたかな自然 遠藤　麻姫 いわき市立御厩 ３
福島県木材青壮年協会長賞　第１部 とりのす 丹　　清乃 いわき市立小名浜第二 １
福島県木材青壮年協会長賞　第２部 とんぼ返り 齋藤　柚奈 本宮市立本宮まゆみ ６ 

　設立から61年を迎えた木青協は、多くの子ども達が「木」
に触れ、感受性や創造性に富んだ社会人に成長してくれる
こと、そして将来温もりある社会を築いてくれることを願
い、これから先も子どもから大人まで多くの人を巻き込ん
で、「木」の可能性を探し続けて参ります。
（一般財団法人福島県林業会館「フォレスト協賛金」を活用
しています。）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

たもちぃ そよりん
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